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集中治療業務
救急初療室・EICU・ICU・NICUにて、生命維持管理装置の操
作や、医療機器の保守点検を行います。

人工呼吸器関連業務
人工呼吸器の点検や人工呼吸器装着患者さんの搬送立会い、呼
吸ケアチーム（RST）への参加により、呼吸療法の安全性向上
に努めています。

手術センター業務
人工心肺装置、手術支援ロボット「ダ・ヴィンチ」、その他手術
で使用される医療機器の操作、保守管理を行います。

内視鏡センター業務
内視鏡を使った検査・治療を、安全・円滑に進められるよう努
めています。

血液浄化業務
血液浄化センターをはじめ、ICU・EICUなどでさまざまな血
液浄化治療を行っています。

IVRセンター業務
PCI（冠動脈形成術）・CAG（冠動脈造影）・不整脈アブレーショ
ンなどの補助を行っています。

血液採取業務
血液採取装置の操作により造血幹細胞などの採取を行ってい
ます。

ペースメーカー関連業務
心臓ペースメーカー植え込み手術の際の作動チェックや、心臓
ペースメーカー植え込み患者さんの手術立会い、外来での定
期的なチェックを行います。

医療機器管理業務
医療機器の中央管理体制を整え、安全性の高い効率的な運用を
行っています。

　臨床工学室では、今日の医療現場には欠かせない、血液
浄化装置、人工心肺装置、人工呼吸器などのさまざまな医
療機器の操作を行うとともに、それらの機器を安全で効
率的に運用するため、保守管理や医師・看護師などの医療
従事者に対する教育などを行っています。

　臨床工学室の仕事は、一般病棟やICUをはじめ、手
術センター、血液浄化センターなどさまざまな場所
で医師の指示のもと医療機器の操作を行うとともに、
それらの医療機器の保守管理を行うことです。院内
で使用している医療機器を安全かつ効率的に運用で
きるよう、臨床工学室で中央管理を行い、終業点検や
定期点検、時には修理を行うこともあります。現在、
17名の臨床工学技士が24時間態勢で、万一の医療機
器のトラブルや救命救急センターなどでの急性期の
緊急処置にも迅速に対応しています。

　医療機器の高度化や、内視鏡やIVRなど検査・治療
の多様化により、臨床工学技士に求められることは
増えています。専門知識や技術レベルの向上のため、
各種学会が認定する資格を取得したり医療機器メー
カーの講習会などに参加したりして、個々のスキル
アップをはかると同時に、院内で勉強会を開催する
などして、医療機器を安全に使用できる環境づくり
を積極的に進めています。
　一方で、ベッドサイドで患者さんと接する機会も
多く、医師や看護師と患者さんとをつなぎチーム医
療を円滑に進める役割を担うこともあります。今後
は、医療機器に関して患者さんにより安心感を持っ
ていただくことを意識するとともに、地域医療の発
展にも貢献できればと考えています。
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